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学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

診療科目 ご案内
ご来院の際は４００台収容可能の
駐車場をご利用ください。

●外来受診・お見舞い
　４時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
●検査・手術付添等に関わる長時間滞在
　８時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
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E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
http://www.shinkomonji-hp.jp

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部

企  画

検 索新 小 文 字 病 院
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患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

内　　　科 消化器内科 内分泌・糖尿病内科
循環器内科 呼吸器内科 外　　　科 呼吸器外科
整 形 外 科 リウマチ科 形 成 外 科 皮　膚　科
泌 尿 器 科 放 射 線 科 脳神経外科 脊髄脊椎外科
救　急　科 病理診断科 リハビリテーション科 麻　酔　科

至門司港

新小文字病院
ウエスト

門司駅

北九州都市高速 4号線

トライアル

大里IC

手向山

大里戸ノ上

大里本町三丁目

戸ノ上一丁目

西鉄バス 新小文字病院前バス停で下車すぐ

門　司
郵便局

至小倉 JR鹿児島本線
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3

駐車場のご案内交通アクセス

71

Desig
n

松原二丁目

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針

病院理念等の字句修正に対する当院の基本的な考え

新小文字病院 2019年度 施設参加型研修会開催予定のご案内

トピックス　第4回施設参加型研修会 「ちょっと待って!!その傷はスキンテア（皮膚裂傷）ではありませんか？」

　スキンテアは、通常の医療・療養環
境の中で生じる摩擦やずれによって主
に高齢者に発生する皮膚の急性損傷
です。現在、医療従事者はこのような
損傷を目にしていてもスキンテアであ
るという認識が乏しく、予防や発生時
の対応に難渋しています。このスキン
テアは強い疼痛を伴い、患者とその家
族のQOLを脅かすだけでなく、医療従
事者や介護者の不適切なケア行為によ
り受傷したかと、家族が不信感を抱く
恐れもあります。超高齢社会の日本に
おいては、医療者のみならず、国民に
スキンテアを周知し、患者およびその
家族が安心できる環境を提供する必要

があると言えます。
　そこで、今回の研修会ではスキンテ
アの発生予防と発生時の初期対応を
中心に話を行いました。基本的なスキ
ンケアの知識や技術ばかりでしたが、
受講後の感想では概ね好評でした。天
候の影響で一週間延期になりました
が、本来は8月15日とお盆期間に開催
する予定であったため、参加人数は少
数でした。しかし、その分演習などは
ゆっくりと落ち着いて実行することがで
きたと思います。
　ご参加ありがとうございました。

皮膚・排泄ケア認定看護師
大谷 純子

※毎月第３木曜日の１８時～１９時まで。 実践を含む研修は１８時～１９時３０分まで。 ※時間が変更になる場合があります。
　本年度も様々なテーマを用意しておりますので、ぜひご参加ください。参加費 無料

小倉北区「広寿山・福聚寺」小倉北区「広寿山・福聚寺」

新小文字イキイキ健康体操・健康講座
10月～12月の間の開催日程表

病棟シリーズ 第３回
ICU・HCU師長・新井祐介

病院敷地内の全面禁煙についての
ご協力のお願い　7月１日より禁煙実施中

新小文字健康フェスタ2019
10月27日（日）に開催

九州医療整形外科・内科・リハビリテーション
クリニック　かかりつけ医紹介㉔

施設参加型研修会実施報告
ちょっと待って!! その傷はスキンテア？

第４回 新小文字病院 医療連携会
を開催 急性期医療に徹する

『胆石』侮るなかれ
外科医師　下村史人

熊本メディカルラリーで見事に優勝
災害に備えて

ふれあい看護体験
大翔館高校生徒が参加

ふくじゅじふくじゅじ

18:00 ～ 19:00

18:00 ～ 19:30

18:00 ～ 19:30

2019年 ⑦ 11月21日（木）

 ⑧ 12月19日（木）

2020年 ⑨ 1月16日（木）

実施予定日 研修テーマ 講　師

安全管理「基礎編」事例検討
～グループワークを通して、みんなで考えよう！～
呼吸・循環・意識レベル
～みんなで察知！ 異常に気付ける、観察ポイント～
栄！栄！養！～安全な食事介助と食事形態～
STと栄養科コラボの企画♪

医療安全感染管理室
セーフティマネージャー

栄養科・リハビリ
（ST言語聴覚士）

集中ケア認定看護師

時　間



　

胆
嚢
の
中
に
は
胆
汁
と
呼
ば
れ

る
消
化
液
が
貯
留
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
成
分
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
結
晶

化
す
る
こ
と
で
胆
石
を
生
じ
ま
す
。

特
に
近
年
で
は
食
の
欧
米
化
に
よ

り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
過
多
傾
向
の

た
め
、
胆
石
が
で
き
や
す
い
と
さ
れ

て
お
り
、
一
般
人
口
の
約
１
割
が
胆

石
を
保
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

胆
石
は
無
症
状
の
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、
一
定
の
確
率
で
胆
石
が

胆
嚢
管
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う「
胆
石

発
作
」を
起
こ
し
、
み
ぞ
お
ち
か
ら

右
上
腹
部
に
か
け
て
強
い
痛
み
を

生
じ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り

の
痛
み
の
た
め
に
救
急
車
を
呼
ば

れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
一
時
的
な
痛
み
だ
け
で
終
わ

ら
ず
、
胆
石
が
管
に
詰
ま
り
続
け
た

場
合
は「
胆
嚢
炎
」、
ま
た
重
症
化
し

た
場
合
は
全
身
性
の
感
染
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
時
と
し
て

致
死
的
と
な
り
ま
す
。

　

症
状
の
出
て
し
ま
っ
た
胆
石
や
、

今
は
無
症
状
で
も
今
後
症
状
が
出

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
胆
石
は
治

療
適
応
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、

根
治
を
目
指
す
際
の
第
一
選
択
は

外
科
手
術
と
な
り
ま
す
。
内
服
薬

に
よ
る
胆
石
の
溶
解
や
、
体
外
か
ら

衝
撃
波
を
与
え
て
胆
石
を
粉
砕
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
根
治
率
の

低
さ
と
、
合
併
症
の
多
さ
の
た
め
に

近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
基
本
的
に
腹
腔
鏡（
カ

メ
ラ
）を
用
い
た
胆
嚢
摘
出
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術
に
か
か

る
時
間
は
麻
酔
も
含
め
て
約
３
時

間
、
ま
た
一
般
的
な
入
院
日
数
は
４

〜
５
日
で
す
。
も
し
胆
石
で
悩
ま

れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、

一
度
外
科
専
門
外
来
で
相
談
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

新
小
文
字
病
院
と
地
域
の
医
療
・

施
設
機
関
と
の
相
互
理
解
と
連
携

を
推
進
し
、
地
域
医
療
を
担
わ
れ
て

い
る
先
生
方
や
関
係
者
と
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
医
療
連
携
会
が
７

月
16
日（
火
）午
後
７
時
か
ら
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
で
開
か

れ
、
地
域
医
療
関
係
者
、
介
護
施
設

関
係
者
、
当
院
関
係
者
を
加
え

3
3
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

連
携
会
で
は
、
甲
斐
院
長
が「
新

小
文
字
病
院
は
地
域
医
療
構
想
と

い
う
問
題
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組

み
、
真
摯
に
向
き
合
い
こ
の
課
題
を

ど
う
解
決
す
る
か
一
生
懸
命
に
考

え
て
い
ま
す
。
機
能
分
担
で
は
急

性
期
医
療
に
徹
底
し
、
連
携
で
は
医

療
の
連
携
に
留
ま
ら
ず
、
福
祉
、
介

護
、
地
域
の
人
々
と
手
を
結
び
暮
ら

し
や
す
い
街
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
開
会
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
入
退
院
支
援
部
の
取
違

師
長
が「
患
者
総
合
支
援
の
取
り
組

み
」を
報
告
。「
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
問
題
に
向
け
、
各
地
域
で
は

様
々
な
取
り
組
み
が
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
患
者
は
年
々
増
加
し
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
と
の
連
携
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
顔
と
顔

が
み
え
る
垣
根
の
な
い
良
好
な
地

域
連
携
作
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
推
進
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
目
指
し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
診
療
科
部
長
が
各
診
療

科
紹
介
と
新
任
医
師
・
初
期
臨
床
研

修
医
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
は
別
室
で
行

わ
れ
、
門
司
区
医
師
会
吉
田
良
会
長

が「
新
小
文
字
病
院
は
地
域
医
療
、

急
性
期
医
療
に
多
大
な
る
貢
献
を

し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
患
者
数

も
多
く
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
安

心
・
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て
頂
き

た
い
」と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
宗
副
院
長
が「
新
小
文

字
病
院
は
門
司
に
移
転
し
て
今
年

11
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
10
年
一

区
切
り
に
考
え
ま
す
と
今
年
は
ま

た
新
た
な
10
年
目
の
ス
タ
ー
ト
の

年
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
方
と
顔

が
見
え
る
連
携
を
目
指
し
、
地
域
・

患
者
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」と
閉
会
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。　
　
　
　
（
医
療
連
携
室
）

胆
石
は

ほ
っ
と
い
て
い
い
の
？

胆
石
の
治
療
は
？

新
小
文
字
病
院

 

医
療
連
携
会
を
開
催

和やかに開かれた懇親会

手術比較

腹腔鏡下 胆嚢摘出術 単孔式腹腔鏡下 胆嚢摘出術開腹 胆嚢摘出術

初期臨床研修医の紹介

取違師長の報告

医療連携会での院長挨拶と勉強会

胆
石
は
な
ぜ
で
き
る
？

令和元年

第４回

胃

総胆管

肝 臓

胆嚢管
胆 嚢

健
診
の
結
果
で「
胆
石
」と
指
摘
さ
れ
た
方
も

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

胆
石
に
は
胆
嚢（
た
ん
の
う
）に
石
が
で
き
る
胆
嚢
結
石
と
、

胆
管
に
見
つ
か
る
胆
管
結
石
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
胆
嚢
の
中
に
結
石
が
出
来
る
胆
嚢
結
石
を

胆
石
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
胆
石
に
関
し
て
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

胆嚢結石

胆管結石

外
科
医
師
　
下
村 

史
人

‾ 

そ
の
原
因
と
治
療 

‾

『
　
　
』侮
る
な
か
れ

胆
石
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昨
今
、自
然
災
害
の
頻
発
に
加
え
、テ
ロ

災
害
な
ど
世
界
的
に
も
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
は
い
つ
・

ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、起
こ
っ
た
際
の
被
害
は
膨
大

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
2
0
2
0
年
に
は

東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、よ
り

一
層
こ
の
よ
う
な
ラ
リ
ー
の
意
義
が
で
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
院
は
災
害
拠
点

病
院
で
も
あ
り
、門
司
地
区
で
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
拠
点
と
な
る
病
院
に
な
り

ま
す
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、地
域
に

と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
病
院
を
今
後
も
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

い
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。E

R 

井
上 

真

　
I
C
U
・
H
C
U
師
長
の
新
井
で
す
。

　
I
C
U
・
H
C
U
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
ま
ず
言
葉
の
意
味
を
説
明
し
ま
す
。

　
I
C
U
は
日
本
語
で
は
集
中
治
療
室（
特

定
集
中
治
療
室
）と
訳
さ
れ
ま
す
。
救
急
車

で
搬
入
さ
れ
た
重
症
な
患
者
さ
ん
や
侵
襲
度

が
高
い
手
術
後
の
患
者
さ
ん
が
入
室
さ
れ
、

当
院
に
は
6
床
あ
り
21
名
の
看
護
師
と
1
名

の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
2
名
に
対
し
て
看
護
師
が
1
名
担

当
し
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
は
多
く
の
医
療
機

器
が
設
置
さ
れ
て
、
細
か
い
観
察
や
ケ
ア
が

提
供
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
H
C
U
は
日
本
語
で
は「
高
度
治
療
室
」

や「
準
集
中
治
療
管
理
室
」と
訳
さ
れ
、

I
C
U
と
一
般
病
棟
の
中
間
に
位
置
さ
れ
、

I
C
U
ほ
ど
重
症
度
は
高
く
な
い
が
一
般
病

棟
で
の
観
察
で
は
難
し
い
患
者
さ
ん
が
入
室

　｢

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験｣
は
、地
域
の
皆
さ

ん
に｢

医
療
職｣

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、病

院
の
見
学
や
患
者
さ
ん
と
の
簡
単
な
看
護
体

験
、看
護
師
な
ど
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
　

　
今
回
は
2
0
1
9
年
8
月
2
日（
金
）に
地

元
の
門
司
大
翔
館
高
校
の
生
徒
9
名
が
参
加

し
、患
者
さ
ん
の
搬
送
や
食
事
の
配
膳
な
ど

の
体
験
や
リ
ハ
ビ
リ
室
な
ど
院
内
の
各
部
署

を
見
学
し
、看
護
部
と
各
部
署
と
の
連
携
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
体
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
医
療
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
こ
の
目

で
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
、将
来
の
参
考

に
な
っ
た
」や「
改
め
て
看
護
師
に
な
り
た
い

と
強
く
感
じ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
勉
強
頑
張

り
ま
す
」な
ど
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
看
護
体
験
時
の
案
内
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は

「
生
徒
か
ら
色
々
な
質
問
を
受
け
、〝
看
護
師

と
は
〞
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
、初
心
に
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」や

「
生
徒
と
接
す
る
こ
と
で
、私
達
も
〝
医
療
〞

に
つ
い
て
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
」と
い
う
意
見
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」を
継
続

し
、1
人
で
も
多
く
の
方
々
が「
医
療
職
」に

興
味
を
持
た
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

さ
れ
、
当
院
に
は
12
床
あ
り
19
名
の
看
護
師

が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
4
名
に

対
し
て
看
護
師
が
1
名
担
当
し
、
一
般
病
棟

よ
り
も
質
の
高
い
観
察
や
ケ
ア
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
I
C
U
・
H
C
U
の
看
護
師
は
、
患
者
さ

ん
の
状
態
変
化
に
素
早
く
気
づ
き
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
能
力
や
技
術
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
学
習
会
の
開
催
や
、
医
師
・
セ
ラ

ピ
ス
ト
・
薬
剤
師
な
ど
の
多
職
種
と
連
携
を

取
り
手
厚
い
治
療
や
看
護
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
に
対
す
る
精

神
的
ケ
ア
も
看
護
師
の
重
要
な
看
護
の
一
つ

で
す
が
、
一
般
病
棟
よ
り
も
面
会
時
間
が
短

い
た
め
、
患
者
さ
ん
の
様
子
を
ご
家
族
が
把

握
し
づ
ら
い
環
境
に
あ
る
う
え
、
患
者
さ
ん

は
重
篤
者
が
多
く
、
ご
家
族
の
不
安
も
大
き

い
た
め
、
ご
家
族
に
寄
り
添
っ
た
看
護
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
一
番

に
考
え
て
多
職
種
と
連
携
協
働
し
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
か
ら「
I
C
U
・
H
C
U
に
入

室
し
て
良
か
っ
た
」。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も

「
I
C
U
・
H
C
U
で
働
け
て
良
か
っ
た
」と

思
っ
て
も
ら
え
る
病
棟
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

看
護
体
験写　真

ふ
れ
あ
い

大
翔
館
高
校
の
生
徒
が
参
加

看
護
部

　

今
回
、2
0
1
9
年
7
月
20
日
に
熊
本
で

開
催
さ
れ
た
4
R
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
と

は
、日
常
的
に
遭
遇
す
る
急
病
な
ど
の
一

般
事
案
か
ら
集
団
災
害
な
ど
遭
遇
頻
度
の

低
い
特
殊
な
事
案
ま
で
、仮
想
事
案
に
基

づ
き
設
定
し
た
模
擬
の
救
急
現
場
数
件
を
、

救
急
医
療
に
携
わ
る
医
師
や
看
護
師
、救

命
救
急
士
な
ど
が
チ
ー
ム
を
作
り
ラ
リ
ー

形
式
で
巡
り
、そ
の
評
価
を
競
う
競
技
会

で
す
。新
小
文
字
病
院
か
ら
は
私
を
含
め

3
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
参
加
し
ま
し
た
。初

め
て
の
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
り
約
2
カ

月
間
、い
ろ
い
ろ
な
事
案
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。結
果
か
ら
申
し
て
見
事
に
初
出

場
初
優
勝
を
飾
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日　程

健康体操第１部
13:30

健康講座第２部
14:15

講　師担当部署テーマ

新小文字
スマイルスタジオ
※会場の場所は
　受付でお尋ねください

会
　
場

お
問
合
せ

時
　
間

●受　　付 12:45～13:00

●健康講座 14:15～14:45
●健康体操 13:30～14:10

医師、専門家監修で考案された
新小文字病院オリジナルの健康体操を
新小文字病院別館のスタジオで行います。
初心者の方でも簡単に出来る体操
ですので、お気軽にご参加ください。

癌について

最新の抗癌剤の治療について

肺癌の診断と治療について

睡眠時無呼吸症候群について

前立腺癌について

10月 24日（木）

11月 7日（木）

11月 28日（木）

12月 5日（木）

12月 19日（木）

外科部長

薬剤科職員

副院長 兼 呼吸器外科部長

臨床工学科職員

泌尿器科部長

石田 慎悟 医師

宗 　哲哉 医師

山内 雅文 医師

健康体操・健康講座
担当 中谷・宮近

093-391-1001

熊
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
で

見
事
に
優
勝
!

病
棟
シ
リ
ー
ズ
第
３
回

I
C
U
・
H
C
U
師
長　

新
井 

祐
介

「新小文字　　　   健康体操・健康講座」イキイキ
好評開催中
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本
院
は
小
倉
北
区
東
篠
崎
で
整

形
外
科
、内
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
と
し
て
診
療
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
は

専
門
の
異
な
る
理
学
療
法
士
が
７

名
い
て
関
節
や
筋
肉
な
ど
の
痛
み
、

神
経
麻
痺
や
運
動
麻
痺
等
の
症
状

に
応
じ
て
治
療
し
て
い
ま
す
。
患
者

様
も
他
の
病
院
の
整
形
外
科
や
整

骨
院
か
ら
多
く
来
院
し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
訴
え
を
聞
き
、時
間
を
か

け
て
治
療
し
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
専
門
外
の
病
気
や
、ま
た
病
院
で

の
特
殊
な
検
査
が
必
要
な
患
者
様

は
紹
介
状
を
添
え
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
健
康
診
断
や
就
職
の

た
め
の
健
康
診
断
、ま
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
本
院
の
関
連
施
設
に
ケ
ア
ホ
ー

ム
門
司
と
い
う
介
護
施
設
が
あ
り
、

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
時

30
名
前
後
の
入
所
者
が
居
て
、看
護

師
と
介
護
職
員
で
お
世
話
を
し
て

い
ま
す
。
多
く
は
後
期
高
齢
者
で
、

様
々
な
持
病
が
あ
り
、毎
日
の
よ
う

に
容
態
の
急
変
が
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
都
度
、新
小
文
字
病
院
に
搬
送
し

治
療
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
病
態
が
落
ち
着
け
ば
経
過
報
告

と
退
院
後
の
指
示
書
を
持
っ
て

帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
た
だ
く
新
小
文
字
病
院
に

は
感
謝
し
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
患
者
様
は
必
ず
し
も
一
つ
の
病

気
だ
け
で
は
な
く
、幾
つ
か
の
病
気

を
持
ち
悩
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
患
者
様
か
ら
ど
の
よ
う
な
悩

み
が
あ
る
か
を
聞
き
出
し
、検
査
と

薬
の
処
方
等
を
し
な
が
ら
治
療
と

経
過
観
察
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
患
者
様
が
な
に
を
し
て
欲

し
い
か
を
し
っ
か
り
聞
い
て
応
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
患
者
様
は
幾
つ
か
の
病
気
を

持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気

付
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
病
気
で
も
、ま
た
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
な
ん
で
も

い
い
で
す
。
聞
か
せ
て
も
ら
い
、そ

の
全
て
を
知
っ
て
一
緒
に
考
え
な

が
ら
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
病
気
が
ほ
か
の
医
院
や
病

院
の
診
察
、検
査
、治
療
を
受
け
る

ほ
う
が
ベ
タ
ー
と
思
っ
た
ら
紹
介
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
紹
介
先
か

ら
今
後
の
治
療
の
指
示
が
あ
れ
ば

そ
れ
に
沿
っ
て
治
療
し
て
い
き
ま

す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
そ
の
他
の
病

気
が
あ
っ
て
も
元
気
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
手
伝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

かかりつけ医紹介 ㉔

患
者
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
を
解
決
す
る

〒800-0072
福岡県北九州市小倉北区東篠崎1丁目9-8

093-383-8500
整形外科・内科・リハビリテーション科

住 所

TEL

診療科

院 長

学 歴

職 歴

● 土曜日、日曜日、祝日／休診

　当院では、「改正健康増進法」の施行に伴い、受動喫煙の防止及び健康被害防止のため、

禁煙対策に取り組むことになり、

令和１年７月１日（月）から病院敷地内は完全禁煙となりました。
　これまで病院屋外に喫煙所を設置し、分煙方式による建物内禁煙を実施してきましたが、

今後は建物内のみならず、病院玄関、駐車場、出入口周辺、近隣道路を含んで皆様に禁煙の

ご協力をお願いすることになりました。

　対象者は病院職員のみならず患者さん及びご家族、お見舞いの方、

委託職員、工事業者、出入り業者など全ての方です。

　また、禁煙を考えておられる方は、当院受付に申し出て頂ければ

ご自宅近くの禁煙外来を行っている医療機関を紹介致します。

（治療の詳細につきましては、受診された医療機関におたずね下さい）

総務課

１０月２７日（日）に開催
　今年も新小文字健康フェスタ２０１９を１０月２７日（日）に開催い

たします。早いもので今年で１０回目の開催となります。大里６校区

の自治会の皆様や近隣学校のご協力もあり、地域の皆様にも親しま

れる恒例の行事になってきました。今年も小さいお子さんからお年寄

りまで幅広い年齢層の方々に楽しんで頂けるように、屋外及び院内で

様々な催し物を行いますので是非ご来場ください。

総務課　岡崎 晴彦

※写真は昨年の様子です

新
小
文
字
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

今
後
の
目
標
と

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と

地
域
の
皆
様
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

九
州
医
療
整
形
外
科・内
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
と

特
色
、病
院
の
概
要

病院敷地内の全面禁煙についてのご協力のお願い

月診察時間 火 水 木 金

休診 休診

休診 休診大森
(整形)

伊藤
(内科・整形)

伊藤
(内科・整形)

伊藤
(内科・整形)

伊藤
(内科・整形)

伊藤
(内科・整形)

山田
(整形・スポーツ)

担
当
医
師

  9:00～
12:00
14:00～
18:00

院
長
　
伊
藤 

洋
右

学
校
法
人 

国
際
学
園

伊藤 洋右
内科・整形外科担当医

昭和42年 久留米大学卒

昭和43年 久留米大学医学部第１外科
昭和47年 八女公立病院
昭和48年 久留米大学医学部第１外科
昭和50年 伊藤胃腸科外科医院 院長
平成30年 九州医療整形外科・内科
 リハビリテーションクリニック

※診療案内は9月現在になります。（詳細はホームページをご覧ください）
※ホームページアドレス http://kms-clinic.com

新患受付【午前】11：30まで【午後】17：15まで ※火曜日・木曜日（内科・整形）の午後は16：15まで
再来受付【午前】11：45まで【午後】17：30まで ※火曜日・木曜日（内科・整形）の午後は16：30まで 至清水

至北方

至小倉

日
豊
本
線

片野交番 フォルクス

トヨタ
レンタカー

吉野屋

片野二丁目

北九州
モノレール

セブン
イレブン

ほっと
もっと

322

10

片
野
駅

片野交番前

九州医療整形外科・内科
リハビリテーションクリニック
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